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⑨ 学会報告
1) 岡村昭治， 加藤知子， 西 荒介 : 培養植物細
胞抽出液中 の チ ュ ー プ リ ン と コ ル ヒ チ ン の結合一脳
チ ュ ー プ リ ン と の結合様式の比較 日 本薬学会第
103年会， 1983， 4 ， 東京.
2) 黒崎文也， 桜井伊都美， 西 荒介 : ニ ン ジ ン
の フ ァ イ ト ア レ キ シ ン に対す る 各種微生物の 抵抗性
獲得 に つ い て . 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東
京 .
3 ) 昇 達二， 西 荒介 : 真正粘菌 Physarum
ρolycephalum の 菌核形成 と 核分裂サ イ ク /レ. 日 本植
物生理学会1983年度年会， 1983， 4 ， 松山.
4) 黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培養細胞 に よ
る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン の 生成. 日 本植物生理学会
1983年度年会， 1983， 4 ， 松山.
5) 西 荒介 : 植物培養細胞 に よ る フ ァ イ ト ア レ
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生産」 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 札幌.
6) 黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培養細胞 に お
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回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 富 山.
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養細胞抽出液中 の コ ノレ ヒ チ ン結合活性 と ポ ド フ ィ ロ
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一 : 菌藤高湯に 含 ま れ る β-glucuronidase 阻害物質.
薬誌， 103 : 1264 - 1268， 1983. 
⑨ 学会報告
1) 林 利光， 元屋 豊， 新屋淳子， 有津宗久，
清水年夫， 森田直賢 : 黄痘に適応 さ れ る 漢方処方お
よ び生薬の活性物質 に 関す る 研究. β-glucuronidase
阻害活性物 質 に つ い て . 日 本 薬 学 会 第103年会，
1983. 4 ， 東京.
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2) 林 利光， 新保太佳子， 有津宗久， 清水ヰ夫，
森田直賢 : Paeonia 属植物の成分研究 (第 2 報) ， 有
薬に 含 ま れ る paeoniflorigenone 関連化合物の構造.
日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
3) 有津宗久， 森田直賢， Pezzuto J. M. ， King­
horn A. D. ， Cordell G. A. ， Farnsworth N. R 
R. : lpomopsis aggregata の抗 ガ ン性成分. 日 本薬
学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
4) 有津宗久， 藤田章夫， 森田直賢， Cordell G. 
A. and Farnsworth N . R. 天然物の抗が ん活性
成分に 関 す る 研究 : Simaba multiflora の成分に つ
い て ( そ の 2 ) . 日 本薬学会北陸支部第59回例会，
1983， 6 ， 金沢.
5) Arisawa M. ， Cordell G. A. ， Kinghorn D. 
A. and Farnsworth N . R. : Ipomopsin， A N ew 
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(Polemoniaceae) . The American Society of 
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Mississippi， 
6) Klocke J. A. ， Arisawa M. ， Handa S. 
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Agricultural Pest Insects. The American Society 
of Pharmacognosy， 24th Annual Meeting， 1983， 
7， Mississippi . 
7) 清水年夫， 福村秀樹， 亀 田 ひ と み， 林 利光，
森田直賢， 小森谷恵司 ， 斉藤典之， 枇杷葉の 消炎活
性分画 に つ い て . 日 本生薬学会第30年会， 1983， 10， 
徳島.
8) 清水 年夫， 伊藤俊美， 寺島 恵， 有津宗久，
森田直賢， 黒川茂樹， 伊藤 清， 橋本喜信 : Aldose 
Reductase 阻害活性天然物第 1 報. Flavonoids に つ
い て . 日 本生薬学会第30年三三， 1983， 10， 徳島.
9) 有津宗久， 二村雅之， 林 利光， 池田朗子，
森田直賢 : 生薬の ACE 阻害活性成分の研究 そ の
1 . 日 本生薬学会第30年会 1983， 10， 徳島.
10) 吉崎正雄， 藤野広春， 有生明雄， 有津宗久，
森 田 直賢 : ツ ル ド ク ダ ミ Polygonum multiflorum 
Thunh. (Polygonaceae) の成分研究 そ の 1 .
日 本生薬学会第30年会， 1983， 10， 徳島.
11)  浜辺真佐子， 沢井美也， 林 利光， 有津宗久，
吉崎正雄， 森 田 直 賢， 木 津 治 久， 富 森 毅 : フ ウ
Liquidamber formosana (Hamamelidaceal) の成
分研究 そ の 1 . 日 本生薬学会第30年会， 1983， 10， 
徳島.
12) 清水若手夫， 寺島 恵， 森田直賢， 黒川茂樹，
93 
伊藤 清， 橋本喜信 : Aldose Reductase 阻害活性天
然物質第 2 報. 日 本薬学会北陸支部第61例会1983，
11 ， 金沢.
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4) Takeuchi Y. ， Furumura M. and Y oshii 
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Dideoxy-3， 5-'-0-isopropylidene-2  -0- (methoxy­
methyl) ・DL-glucitol. Chem. Pharm. Bull . 31 : 3967 
-3970， 1983. 
5) Koizumi T. ， Iwata M. ， Tanaka N . ， 
Hirutani K. and Y oshii E. : Chiral Phenyl­
sulfenylmethanephosphonic Esters， Their Prepa­
rations and Absolute Configurations. Chem. 
Pharm. Bull . 31 : 4195 -4197， 1983 
6) Koizumi T. ， Iwata M. ， Tanaka N. and 
Yoshii E. : Preparation of Optically Active α， β­
Unsaturated Phosphonates and Sulfoxides from 
Pheny lsulfeny lmethanephosphona tes. Chem. 
Pharm. Bull . 31 : 4198-4201 ， 1983. 
⑥ 学会報告
1 )  小泉 徹， 岩田正徳， 田 中信行， 蛭谷一彦，
吉 田 英一 : 光 学活性 Pheny lsulfenylmethanepho­
sphonate 誘導体の 合成 と 反応. 第11固有機硫黄 ・ リ
ン化合物討論会， 1983， 1 ， 筑波.
2) 武田邦夫， 荒井謙次， 増田克忠 : Sterepolide 
の合成研究. 2 . 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ，  
東京.
3) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン 系抗生物質の 合成(7). ( 十 ) -Griseusin A 
の全合成. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
4) 竹内義雄， 古村睦美， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン 系抗生物質の 合成(8). 4， 6-DideoxY-DL­
glucitol 誘 導 体 の 合 成. 日 本 薬 学 会 第103年 会，
1983， 4 ， 東京.
5) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン系抗生物質の合成(9). Nanaomycin の新
合成法. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
6) 小泉 徹， 田 中信行， 岩田正徳， 蛭谷一彦，
吉井英一 : 光学活性 Phenylsulfenylmethanepho­
sphonate を類 を 用 い る 光学活性 phosphonate， α，
β-不飽和 sulfoxide 類の合成. 日 本薬学会第103年
会， 1983， 4 ， 東京.
7) 小泉 徹， 袴 田 市郎， 吉井英一 : 光学活性
p-Tolyl Vinyl Sulfoxide と Cyclopentadiene の
Diels-Alder 反応. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ，  
東京.
8) 小橋恭一， 竹部幸子， 堀田結子， 沼田顕子，
田中清裕， 小泉 徹， 佐藤 勝 : N-Acylphosphoric 
triamide の in vivo 及 び in vitro での細菌 ウ レ ア ー
ゼ に 対す る 阻害. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 
東京.
9) 小泉 徹， 岩田正徳， 吉井英一 : 光学活性 ι
β不飽和 phosphonyl 化合物の不斉付加反応. 日 本
薬学会北陸支部第59回例会， 1983， 6 ， 金沢.
10) 小泉 徹， 袴田市郎， 吉井英一 : 光学活性 βー
(ethoxycarbonyl) - l-propenyl p-tolyl sulfoxide と
Cyclopentadiene の不斉 Diels-Alder 反応の 立体化
学. 日 本薬学会北陸支部第59回例会， 1983， 6 ， 金
沢.
11)  Takeuchi Y. ， Sudani M. and Yoshii E. 
T otal Synthesis of ( 士 ) -Sarubicin A (U-58， 431 ) .  
The Ninth International Congress of Heterocyclic 
Chemistry， 1983， 8， Tokyo. 
12) Koizumi T. ， Iwata M. ，  Tanaka N. ， 
Hirutani K. and Yoshii E. : Preparation of Opti­
cally Active Phosphonic Acid Derivatives Using 
Ethy L-Prolinate and Their Application to Asy­
mmetric Organic Synthesis. The Ninth Inter­
national Congress of Heterocyclic Chemistry， 
1983， 8， Tokyo. 
13) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン系抗生物質の 合成研究. 第10回反応 と 合
成の進歩 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 11 ， 東京.
14) 桑山修一， 楠 千賀子， 荒井謙次， 竹内義雄，
小泉 徹 : dl- 及 び meso-1 ， 1-bis (p-tolylsulfinyl) 
ethylene の合成. 日 本薬学会北 陸支部第61回例会，
1983， 11 ， 金沢.
15) 田 中信行， 荒井謙次， 竹内義雄， 小泉 徹 :
α-位 に フ エ ニ ル ス ル フ エ ニ ル基 を 有 す る 光 学活性
1・propenephosphonamidate の合成. 日 本薬学会北
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1) Itoi Y. ， Inoue M. and Enomoto S. 
Epoxidation of olefins with aqueous hydrogen 
peroxide in the presence of molybdenum acety­
lacetonate-bis (tri -n -butyltin ) oxide . Chem. 
Pharm. Bull . 31 : 1119 - 1124， 1983. 
2) Inoue M. ， Ohta K. ，  Ishizuka N . and 
Enomoto S. : Asymmetric hydrogenation of α­
acetamidocinnamic acid with chiral rhodium 
complexes of DIOP and BPPM on charcoal. 
Chem. Pharm. Bull . 31 : 3371 -3376， 1983. 
⑨ 学会報告
1) 糸井 泰， 井上正美， 榎本三郎 : Mo03一活性
炭触媒 に よ る オ レ フ ィ ン類の エ ポキ シ化 に つ い て .
日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
2) 柏木 寛， 榎本三郎 : DNA と 発癌性有機物
の相互作用 に よ る ラ ジ カ ルの 生成 と そ の 挙動. 日 本
薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
3) 上 山 勉， 榎本三郎， 井上正美 : 単体イ オ ウ
を 用 い る 芳香族ノ \ ロ ゲ ン化合物の置換反応. 日 本薬
学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
4) 太田健治， 井上正美， 榎本三郎 : ロ ジ ウ ムー
キ ラ ル ホ ス フ ィ ン錯体-活性炭触媒の不斉水素化活
性 に つ い て . 日 本化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
5) 糸井 泰， 井上正美， 榎本三郎 : タ ン グ ス テ
ン酸一活性炭触媒 に よ る オ レ フ ィ ン類の エ ポキ シ 化
に つ い て . 日 本化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
6) 柏木 寛， 榎本三郎 : 固体酸表面上の イ オ ン
ラ ジ カ ノレ濃度 に 関す る メ カ ノ ケ ミ カ ノレな考察. 日 本
化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
7) 上 山 勉， 榎本三郎， 井上正美 : 単体カ ル コ
ゲ ン元素 を用 い る 芳香族ノ \ ロ ゲ ン化合物の置換反応.
日 本化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
8) 山 口 悟， 上 山 勉， 榎本三郎 : 亜酸化窒素
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